
＇速報的小論文

COVID-19 ワクチン接種後に帯状疱疹を発症した 8 例

今井俊輔 志水陽介 吉田憲司 石河 晃

要旨

Pfizer /Modern aコロナワクチン接種後に帯状疱疹を発症した症例の論文報告は海外で散見されるが本

邦では未だない今回我々は症例を8例経験した平均年齢66.5歳男女比1: 3と女性に多く ， 37.5%

が初回投与から2回目接種までの間に発症．接種後発症までの日数は8.75日だったまた帯状疱疹患者

数も昨年と比し増加傾向であることが判明した コロナ禍において帯状疱疹の診断にあたり コロナワクチ-、 �
ン接種日を記録し ， 症状を記載しておくことが今回の後向き調査を可能にすると考え ， 皮虞科医に向けて速

報的な報告を行った
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はじめに

COVID-19に よ っ て水痘帯 状 疱 疹ウ イ ル ス

(V aricella Zoster Virus : VZV)の再活性化が惹起され

る可能性に関しては既知の報告で知られるところでは

あるが， COVID-19ワクチン接種後に帯状疱疹（以下

HZ) を発症した症例報告l)
2)は海外で散見されるのみ

で本邦ではない． 今回我々COVID-19ワクチン接種後

にHZを発症した8例を経験したので ， 臨床的特徴の

まとめと若干の考察を加えて報告する ．

対象と方法：2021 年4月～7月までに当院および関

連病院を受診したHZ患者のうち ， COVID-19ワクチ

ン接種歴が確認できた8名を対象とした．

結 果： 8症例の特徴を表lに示す． 平均年齢は

66.5歳男女比は1:3で女性に多く ， 37.5％が初回投

与後に， 62 .5％が2回接種後に発症していたワクチン

接種後からHZ発症までの日数は8.75日だった皮疹

出現部位ば注射部位とは関係なかった いずれの症例

もHZの診断後 ， 抗ウイルス薬の内服あるいは点滴静

注による治療を行い， 速やかな軽快が得られ， 帯状疱

疹後神経痛を続発した症例はなかった．
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孝衷
つ示

COVID-19後に帯状疱疹を発症した症例については

海外にて複数の報告がなされて き た． Elsaieら”や

Shorsら4)がCOVID-19とHZ発 症の関連性を報告し

たことを端緒に， Fernandez-NietoらはCOVID-19に

HZを発症した患者7例をまとめて報告しており凡そ

の他にもアメリカ ， イタリア ， プラジルなどで同様の

報告がある6)～12)
． COVID-19が VZVを再活性化させる

機序は未解明であるが， Hong-Yiらは ， COVID-19によ

りCD4陽性T細胞の機能が障害され， CD8陽性T

細胞が過剰に活性化した結果 ， 疲弊を起こしHZを発

症する可能性があると推測している131
. COVID-19ワ

クチン接種後にHZを発症した症例についての報告

は ， 海外でもまだ散見される程度1) 21 141-16)であり ， 本邦

での論文報告はない． しかしながら実臨床において

COVID-19ワクチン接種が開始された後から， 高 齢者

に限らずHZ患者が増加している印象があり， 今回， 当

院での全HZ患者数の11 ％にあたる8例の症例経験

をまとめた現在までに海外におけるCOVID-19ワク

チ ン 接 種 後 のHZ患 者 に 関 す る 報 告 は5件あ

り1) 2) 14)-16)
， その全14症例について臨床的特徴をまと

めた（表2 )． 平均年齢は53.7歳， 女性が64. 3%と多く ，

78.6%が初回投与後に，21 .4%が2回目接種後に発症し

ていた ． HZ発症はワクチン接種後6.29日という結果

だった自験例では海外と比し， 2回目投与後の VZV

再活性化の症例が多く見られ， 発症年齢も比較的高い
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